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セ
イ
コ
ー
の
変
わ
ら
ぬ
テ
ー
マ
は
、「
確
か
な
品
質
」に
よ
っ
て
お
客
さ
ま
に
安
心
と
満
足
を
届
け
る
こ
と
。

グ
ル
ー
プ
経
営
の
基
本
理
念
を「
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
会
社
で
あ
る
こ
と
」と
定
め
、

「
確
か
な
品
質
」こ
そ
が
セ
イ
コ
ー
と
お
客
さ
ま
を
つ
な
ぐ

最
良
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
社
員
一
人
ひ
と
り
が
心
に
刻
み
、

C
S
R
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

CSR編 編集方針

[報告対象範囲と期間]

本レポートは、セイコーホールディングス（株）および事業会社※における 2012年度（2012年 4月
１日から 2013年3月 31日まで）の活動を中心にご報告しています。
※セイコ―ウオッチ（株）、セイコーインスツル（株）、セイコープレシジョン（株）、セイコーNPC（株）、セイコークロック（株）、
　セイコーオプティカルプロダクツ（株）、（株）和光、セイコータイムシステム（株）の各社です。

[参照ガイドライン]

GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン2006」、環境省「環境報告ガイドライン2007年版」、
「環境会計ガイドライン2007年版」、ISO26000、日本経団連「企業行動憲章」

● 読みやすくするために文章を簡潔にし、ビジュアルも大きくして内容を把握しやすくしました。
● CSRに対する初歩的な質問などに答える「ココが気になる！ SEIKOグループ」というコラム記事を設け、わかりやすい解説に努めました。

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
C
S
R

[ウェブサイトとの連携]

本レポートではセイコーホールディングス（株）および
各事業会社のCSR活動のエッセンスをお伝えし、ウェ
ブサイトにも同様の情報を掲載しています。内容は
随時改訂されますので、最新情報は下記ウェブサイ
トをご覧ください。  

http://www.seiko.co.jp/csr/report/

1. 事業を行う国や地域の法律やルールを遵守し、社会倫理に照らし、
　公正な活動をいたします。
2. 良識ある「市民としての企業」をめざして、社会との調和をはかります。
3. 情報は適切に公表し、誠実で、透明性の高いコミュニケーションをめざします。
4. かけがえのない地球を大切にし、環境保護に貢献します。
5. 基本的人権や人格を尊重し、企業倫理の精神を育む、
　視野の広い企業風土をつくります。

（CSR活動指針は「企業倫理の基本理念」に則って設定しています）

C S R 活 動 指 針

コーポレート・ガバナンス
「社会に信頼される会社であること」の実現に向けて、コーポ
レート・ガバナンスの強化推進に取り組んでいます。

p.21

お客さま
お客さまの多様なニーズに一つひとつきめ細かく対応するこ
とをカスタマーサービスの基本として、お客さまとの接点の
深化をはかっています。

お 取 引 先
お取引先の皆さまと、よりよい協働関係を保つために、関係法
令を遵守するとともに、相互信頼を築くように努めています。

p.23

環　境
地球環境を守ることが人類最大の最重要課題であることを認
識し、良き企業市民として環境の保全に配慮して行動してい
ます。 p.32

社　員
社員一人ひとりが安心して働ける職場環境を実現することで、
社会的責任を果たすと同時に、企業業績の永続的な向上をめざ
しています。 p.26

p.25 
株主・投資家
株主や投資家の皆さまに対し、 適時適切な情報開示を行い、
誠実で透明性の高いコミュニケーションに努めています。

地域・社会
地域･社会の繁栄、地域･社会との共存を目的に、さまざまな活
動に取り組んでいます。 p.29

p.24
社
会
性
報
告

環
境
報
告

1920

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
で

相
乗
効
果
を
高
め
る

グ
ル
ー
プ
の
持
株
会
社
と
し
て
、
連
結
経
営
管
理
、
法

務
・
知
財
管
理
、
グ
ル
ー
プ
広
報
、
株
主
や
投
資
家
の
方
々

に
向
け
た
I
R 

活
動
な
ど
を
担
当
。
一
人
ひ
と
り
が
有
す

る
専
門
知
識
を
活
か
し
て
、
各
事
業
会
社
が
効
率
的
・
機

動
的
な
経
営
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
長
期
か
つ
俯
瞰
的
な
舵
取
り

を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
の
結
束
力
と
経
営
効
率
を
高
め
る
と

と
も
に
、
各
社
の
連
携
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
最
大
化

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

持
株
会
社
の

役
割
強
化
に
向
け
て

第
５
次
中
期
経
営
計
画
で
は
、
経
営
基
盤
の
質
的
強

化
を
は
か
る
た
め
の
課
題
と
し
て
、「
持
株
会
社
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
経
営
上
の
戦
略
的
意
思
決
定
及
び
事
業
会
社
サ

ポ
ー
ト
機
能
の
強
化
」
を
掲
げ
、
左
記
の
施
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

CSR活動報告　　SEIKO CORPORATE REPORT 2013-2014

グループ内広報連絡会

事 業 紹 介

seiko_10-24_1029.indd  20-21seiko_10-24_1029.indd   20-21 13/11/11 22:5913/11/11   22:59



23 22SEIKO CORPORATE REPORT 2013-2014　　CSR活動報告CSR活動報告　　SEIKO CORPORATE REPORT 2013-2014

■
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
情
報
シ
ス
テ

ム
資
産
が
経
営
資
源
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
と
同
等
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ

リ
シ
ー
を
適
用
し
て
い
ま
す
（
セ
イ
コ
ー
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
㈱
は
独

自
規
格
を
適
用
）。

　

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
㈱
は
、
操
作
ミ
ス
や
情
報
管
理
へ
の
理
解

不
足
に
よ
る
情
報
漏
洩
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、
電
子
メ
ー
ル
を
利
用

す
る
全
社
員
を
対
象
と
し
た
「G

oogleA
pps

利
用
認
定
試
験
制
度
」

を
２
０
１
２
年
に
導
入
し
ま
し
た
。
利
用
資
格
の
有
効
期
限
は
１
年

間
で
、
更
新
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利

用
で
き
な
い
決
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
で
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

事
業
継
続
の
最
重
要
課
題
と
し
、ISO

/IEC
27001

（ISM
S

）の
認
証

を
得
る
と
と
も
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構

築
し
、
情
報
資
産
の
保
護
と
リ
ス
ク
の
低
減
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

2122

コーポレート・ガバナンスの仕組み

ステークホルダー（投資家・顧客・取引先・従業員・地域社会 等）

株主総会

報告

報告

指示

報
告

労使懇談会

企業倫理委員会
相談窓口

リスクマネジメント
委員会

情報開示委員会

…

会
計
監
査
人

会
計
監
査

選任　解任選任　解任

選任　解任

経営戦略会議 代表取締役社長

代表取締役会長兼
グループCEO

諮問

監査

監査

監査

解任選任

連携

連携

指揮

指揮

業務執行組織

各部門 各事業会社モニタリング

内部監査室経営協議会

外部通報窓口

1. 社内意思決定プロセスの充実
　・経営戦略会議の常設
　・経営協議会（グループ会社社長会）の常設
　・社内委員会制度の拡充

2. 経営評価体制の強化
　・社外取締役の選任
　・経営に関する内部牽制（内部監査等）機能の充実
　・外部通報窓口の設置

3. 健全な労使関係の確立
　・労使懇談会の充実

取締役会
取締役11名

（うち社外取締役1名）

監査役会
監査役5名

（うち社外監査役3名）

透
明
性
と
合
理
性
を
持
っ
た

経
営
へ
の
取
り
組
み

　

透
明
性
と
合
理
性
を
持
っ
た
経
営
を
推
進
す
る
た
め
に
、
社
内
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
充
実
、
経
営
評
価
体
制
の
強
化
、
健
全
な
労
使

関
係
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
持
株
会
社
と
し
て
事
業
ご

と
の
経
営
責
任
の
明
確
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
迅
速
な
経
営
判
断

と
機
動
的
な
施
策
の
実
行
を
通
し
て
、
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
で

き
る
組
織
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

取
締
役
会
に
お
い
て
常
に
連
結
事
業
会
社
の
状
況
を
掌
握
し
、
必

要
に
応
じ
て
各
社
よ
り
説
明
を
受
け
、
迅
速
適
切
な
意
思
決
定
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
代
表
取
締
役
の
諮
問
機
関
で
あ
る
経
営
戦
略
会
議

に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
の
基
本
事
項
を
審
議
し
、
経
営
活
動
を
適

正
迅
速
に
推
進
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
経
営
協
議

会
は
、
当
社
役
員
と
各
事
業
会
社
の
社
長
で
構
成
さ
れ
、
各
事
業
会

社
の
業
務
執
行
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
リ
ス
ク
の
予
見
予
防
な
ら

び
に
危
機
発
生
時
の
被
害
最
小
化
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
規
則
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
社
的
な
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
、
代
表
取
締
役
を
委
員
長
と

し
、
本
社
部
門
の
委
員
を
中
心
に
構
成
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
で
は
、
経
営
に
甚
大
な
損
失

を
も
た
ら
す
恐
れ
の
あ
る
重
要
リ
ス
ク
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
審

議
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
識
別
・
共
有
し
て
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
営
戦
略
会
議
で
の
報
告
や
、
経
営

ト
ッ
プ
に
よ
る
定
期
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、経
営
と
一
体
と
な
っ

た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
確
実
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

各
事
業
会
社
と
も
連
携
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
グ
ル
ー
プ
全
体
で
推

進
し
て
い
ま
す
。

■
災
害
対
策

　　
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
社

員
一
人
ひ
と
り
が
取
る
べ
き
行
動
を
ま
と
め
た
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
配
布
、
社
員
と
家
族
の
安
否
を
確
認
す
る
た
め
の
専
用
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
非
常
時
用
資
材
の
確
保･

配
布
な
ど
を
行
い
、
社
員
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
㈱
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
交
通
遮
断
に

よ
る
一
時
的
帰
宅
困
難
者
の
発
生
に
備
え
、
国
内
拠
点
に
水
・
食
料
、

防
寒
シ
ー
ト
、そ
の
他
の
防
災
備
蓄
品
を
計
画
的
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

備
蓄
品
は
、
グ
ル
ー
プ
内
拠
点
間
の
支
援
に
も
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

　

多
く
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
る
和
光
本
館
で
は
、
自
衛
消
防
隊
を

組
織
し
、
防
災
設
備
や
避
難
経
路
な
ど
日
常
の
点
検
を
毎
週
行
い
、

万
一
火
災
や
地
震
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
、
お
客
さ
ま
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
事
業
継
続
経
営

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
事
業
継
続
経
営
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
㈱
の
製
造
拠
点
で
は
、
リ
ス
ク
発
生
時
に

お
い
て
も
継
続
的
な
製
品
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
産
を
中
断

さ
せ
な
い
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
職
場
に
お

け
る
日
常
的
な
作
業
改
善
か
ら
、
設
備
投
資
を
必
要
と
す
る
抜
本
的

な
改
善
ま
で
、
広
範
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

情
報
開
示
の
充
実
と
公
平
性
へ
の
配
慮

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
最
新
情
報
を
早
く
正
確
に
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
で
は
、
経
営
情
報
の
正
確
さ
と
開

示
の
公
平
性
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
株
主
・
投
資
家
の
皆

さ
ま
に
対
す
る
情
報
開
示
の
た
め
、
四
半
期
ご
と
に
決
算
説
明
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
株
主
さ
ま
向
け
年
次
報
告
書
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
レ
ポ
ー

ト
を
年
1
回
発
行
す
る
と
と
も
に
、
決
算
発
表
資
料
や
商
品
な
ど
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
速
や
か
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て

情
報
を
伝
達
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
防
止
と
い
う

観
点
か
ら
経
営
情
報
の
管
理
に
は
十
分
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

コーポレートレポート ウェブサイト
　

大規模災害発生時の対応はどうなっていますか？Q

A

ココが気になる！SEIKOグループ

セイコーホールディングス(株)では、大規模災害が発生した場合、「危機管理マニュ
アル」の規定に沿って「災害対策本部」を設置します。まず、「緊急連絡網」やセ
コム社による「安否確認システム」、「NTT災害伝言ダイヤル」等により社員と家族
の安否確認に努めます。さらに、グループ各社間の情報共有のためにウェブ上の「災
害連絡伝言板」を使用し、被害状況を把握するとともにステークホルダーへの迅速
な情報開示に努めます。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス　

グ
ル
ー
プ
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
会
社
で
あ
る
こ
と
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

法
令
の
遵
守
、
経
営
の
透
明
性
・
公
正
性
の
確
保
、
社
会
倫
理
の
尊
重
を
重
要
な
経
営
課
題
と
位
置
づ
け
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

セイコーインスツル（株）  避難訓練

セイコーインスツル（株）  防災備蓄品
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商
品
特
性
な
ど
を
考
慮
し
た

お
客
さ
ま
窓
口

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
事
業
会
社
ご
と
に
商

品
特
性
な
ど
を
考
慮
し
た
お
客
さ
ま
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
で
は
、
お
客
様
相
談
室
を
通
じ
て
年
間

7
万
4
千
件
に
の
ぼ
る
お
客
さ
ま
の
声
に
お
応
え
す
る
と
と
も
に
、
東

京
と
大
阪
の
窓
口
に
お
い
て
、
修
理
受
付
を
は
じ
め
、
買
物
相
談
や
時

計
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
す
べ
て
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
迅
速
に
関
係
部
門

に
送
る
こ
と
で
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
ク
ロ
ッ
ク
㈱
で
は
、
お
客
様
相
談
室
を
設
置
し
て
、
修
理

と
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
と
き
に
は
百
年
前
の
ク
ロ
ッ

ク
が
修
理
品
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た

場
合
で
も
お
客
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
最
善
の
方
策
を
ご
提
案

し
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
オ
プ
テ
ィ
カ

ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
で
は
、

一
般
の
お
客
さ
ま
専
用
の

お
客
様
相
談
室
と
、
眼
鏡

店
さ
ま
か
ら
の
商
品
・
技

術
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
に
対
応
す
る
テ
ク
ニ

カ
ル
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
お
客
様

相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
や
各
種
情
報
を
収
集
・

分
析
し
、
社
内
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
通
じ
て
共
有
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
な
る
顧
客
満
足
向
上
に
向
け
、

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
さ
ら
な
る
顧
客
満

足
向
上
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
で
は
、
高
級
品
を
末
永
く
ご
愛
用
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
際
に
腕
時
計
の
表

面
の
傷
を
磨
い
て
整
え
る
「
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
・
コ
ン
プ
リ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
」
を
２
０
１
２
年
に
開
始
し
ま
し
た
。

　

セ
イ
コ
ー
Ｎ
Ｐ
Ｃ
㈱
で
は
、
顧
客
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
の
測

定
手
法
な
ど
の
技
術
者
向
け
技
術
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
製
造
現

場
で
の
品
質
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
じ
て
歩
留
ま
り
改
善
に
貢
献
す
る
な

ど
、
お
客
さ
ま
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
で
は
、
消
費
者
向
け
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
快
適
視
生
活
応
援
団
」
な
ど
に
よ
り
、
目
と
メ
ガ

ネ
に
役
立
つ
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

設
計
仕
様
の
性
能
に

限
り
な
く
近
づ
け
る
修
理

　

純
正
部
品
を
使
っ
て
、
設
計
仕
様

の
性
能
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
。
セ

イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
で
は
、
修
理
の

基
本
を
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
純
正
部
品
の
保
管
は
も
と
よ

り
、
そ
の
保
有
期
間
を
超
え
て
い
て

も
部
品
の
在
庫
が
あ
れ
ば
、
年
１
回

販
売
店
に
配
布
し
て
い
る
修
理
可
能

モ
デ
ル
の
一
覧
表
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
修
理
の
技
術
料
金

表
を
配
布
し
、
複
雑
な
修
理
で
な
け
れ
ば
、
店
頭
で
お
客
さ
ま
に
料

金
を
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

模
倣
品
の
撲
滅
を
め
ざ
し
て

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
お
客
さ
ま
保
護
の
観

点
に
立
っ
て
１
９
８
０
年
代
の
初
め
か
ら
模
倣
品
を
徹
底
排
除
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
１
５
０
以

上
の
国
・
地
域
で
商
標
を
登
録
し
、
模
倣
品
を
製
造
・
販
売
し
た
者
に

対
し
て
法
的
措
置
を
と
る
な
ど
、
断
固
た
る
態
度
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
世
界
最
大
の
時
計
生
産
地
で
あ
る
中
国
に
お
い
て
は
、
中
国

政
府
・
現
地
販
売
会
社
・
弁
護
士
と
の
協
力
体
制
に
よ
り
、
模
倣
品

の
取
り
締
ま
り
に
努
め
、
港
や
空
港
か
ら
の
輸
出
の
際
に
税
関
で
差

し
止
め
て
国
外
流
出
を
阻
止
す
る
「
水
際
作
戦
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
ア
ジ
ア
、
北
米
、
欧
州
等
の
税
関
に
お
い

て
「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
」商
標
の

税
関
登
録
を
行
い
、
当
該

国
で
の
模
倣
品
の
輸
入
に

対
し
て
も
水
際
作
戦
を
有

効
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
ブ
ラ
ン
ド
は
、

長
い
年
月
を
か
け
て
築
き

上
げ
て
き
た
大
切
な
知
的

財
産
で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
の

信
頼
性
と
お
客
さ
ま
の
利

益
を
守
る
た
め
に
、
模
倣

品
の
撲
滅
を
め
ざ
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

セイコーウオッチ（株） お客様相談室（東京）

セイコーオプティカルプロダクツ（株）商談会

摘発されたセイコーブランドウオッチの模倣品

適
正
な
購
買
取
引
を
行
う
た
め
に

　

適
正
な
購
買
取
引
の
た
め
に
は
相
互
理
解
と
法
令
遵
守
が
不
可
欠

で
す
。
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
企
業
倫
理
行
動
指
針

に
お
い
て
独
占
禁
止
法
や
下
請
法
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
法
令
を
遵

守
し
、
適
正
な
購
買
取
引
を
行
う
こ
と
を
事
業
の
基
本
方
針
と
し
て

定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
会
社
に
お
い
て
も
徹
底
し
て
い
ま
す
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
認
定
制
度

　

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
㈱
は
、２
０
０
４

年
度
よ
り
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
社
の
行
動

規
範
管
理
体
制
、
経
営
状
態
、
環
境
管

理
体
制
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
を
認
定
す
る
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
国
内
で
は
約
１
５
０
０

社
を
認
定
し
、
海
外
拠
点
が
直
接
取
引

し
て
い
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
７
割
以
上

に
つ
い
て
も
認
定
審
査
を
完
了
し
ま
し

た
（
２
０
１
２
年
度
末
）。
２
０
１
３
年
度

も
引
き
続
き
認
定
率
１
０
０
％
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

購
買
リ
ス
ク
管
理　
　

　　

購
入
部
品
供
給
停
止
の
リ
ス
ク
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
セ
イ
コ
ー
イ
ン

ス
ツ
ル
㈱
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
発
生

時
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
代
替
先
や

代
替
品
の
選
定
は
も
と
よ
り
、
製
造
拠

点
地
を
考
慮
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
や
タ
イ
洪
水
に
起
因
す
る
調
達
難

の
際
に
も
、
速
や
か
に
状
況
を
確
認
し
、

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

流
通
販
売
店
と
の
協
働

　

セ
イ
コ
ー
の
商
品
が
並
ぶ
店
頭
で
、
お
客
さ
ま
に
商
品
の
魅
力
・

特
性
を
正
し
く
お
伝
え
し
て
い
く
た
め
に
、
流
通
販
売
店
と
の
間
で

商
品
に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
を
共
有
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
会
社
で
は
、
提
案
会
、
展
示
会
、
技
術
講
習
会
、

店
頭
訪
問
な
ど
を
行
い
、
流
通
販
売
店
と
の
協
働
関
係
の
構
築
に
努

め
て
い
ま
す
。
店
舗
の
業
態
・
規
模
な
ど
に
応
じ
た
宣
伝
・
販
売
促

進
計
画
、
店
頭
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
提
案
す
る
な
ど
、
販
売
に
結
び
つ

く
店
頭
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
は
、
流
通
販
売
店
と
の
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
年
２
回
提
案
会
を
開
催
し
、
新
商
品
の

特
長
だ
け
で
な
く
、
開
発
の
背
景
、
対
象
と
し
て
い
る
消
費
者
像
、

ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
流
通
販
売
店
を
通
じ
て
、
お
客

さ
ま
が
知
り
た
い
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
提

供
し
、
セ
イ
コ
ー
ら
し
さ
を
お
伝
え
す
る
努

力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の
現
地

法
人
や
販
売
代
理
店
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

を
支
援
す
る
た
め
に
、
英
訳
版
修
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
配
布
し
、
各
地
で
講
習
会
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。　

　

セ
イ
コ
ー
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱

は
、
眼
鏡
店
さ
ま
に
向
け
て
、
レ
ン
ズ
セ

ミ
ナ
ー
や
特
別
講
演
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

会
員
制
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「SEIKO

 

ネ
ッ
ト

Club

」
で
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

セイコーインスツル(株)
サプライチェーン管理 ( 部品などの購入 )

お
客
さ
ま

サプライヤー認定

グリーン購入

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

サ
ブ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

SII

グリーン購入基準書
・環境調査調査票

上記調査結果報告

購入品の適合宣言など

認定基準書
・品質管理、リスクなど
・行動規範調査書
・環境管理体制

企業調査報告書 ( 調査会社 )

監査および是正要求
是正

認定申請

セイコーインスツル(株)　
サプライヤー認定制度　基本評価

行動規範管理体制

経営状態

環境管理体制

　                      問題あり

　

若干の不安定要素があり、取引に注意を要する 

50 点未満   

　          不適格

問題があり、取引不適格

問題あり 

　              優　秀

 　

優秀であり、まったく問題なし

80 点以上（優）

　           良　好

良好であり、取引上問題ない

50 ～ 79 点（良）

基本的な体制は整っている（合格） 基本的な体制が整っていない（不合格）

マイクロカメラで拡大してウオッチの
修理内容を説明

ココが気になる！SEIKOグループ
小売業の和光では、ファンを増やすために
どのようなことをしていますか？Q

A 和光では、ファンになっていただくきっかけとなるよう、
エンゲージメントリングをはじめとした、人生の新しい門
出を彩る商品を和光でお求めいただいたお客さまには、「ブ
ライダルフェア」期間中に限り、和光本館屋上の時計塔前
での記念撮影など、さまざまな特典をご用意しています。
普段入ることのできない場所での写真撮影はよい記念にな
りました、とお客さまから大変ご好評をいただいています。

2324

 
社
会
性
報
告

 

お
客
さ
ま
と
と
も
に

 
お
客
さ
ま
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
一
つ
ひ
と
つ
き
め
細
か
く
対
応
す
る
こ
と
を
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
と
し
て
、

 
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
相
談
、
ご
意
見
、
修
理
依
頼
な
ど
、
お
客
さ
ま
の
声
や
ご
要
望
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

 
適
切
・
迅
速
・
公
平
な
対
応
を
心
が
け
、
常
に
お
客
さ
ま
と
の
接
点
の
深
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

 
社
会
性
報
告

 

お
取
引
先
と
と
も
に

 
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
事
業
活
動
は
、
お
取
引
先
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

 
よ
り
よ
い
協
働
関
係
を
保
つ
た
め
に
、
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
相
互
信
頼
を
築
く
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
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情
報
開
示
の
基
本
方
針
と
方
法

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
金
融
商
品
取
引
法
お
よ
び
東

京
証
券
取
引
所
が
定
め
る
規
則
に
則
っ
た
情
報
の
開
示
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
当
社
の
判
断
に
よ
り
株
主
や
投
資
家
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
重

要
か
つ
有
効
と
思
わ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
開
示
し
て

い
ま
す
。

　

東
京
証
券
取
引
所
が
定
め
る
適
時
開
示
規
則
に
該
当
す
る
情
報
の
開

示
に
つ
い
て
は
、同
取
引
所
の
適
時
開
示
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム（TD

net

）

に
登
録
し
公
開
す
る
と
と
も
に
、
当
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
速
や
か
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
経
営
状
況
や
事
業
戦

略
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

社
長
や
担
当
役
員
出
席
の
も
と
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
、
機
関
投
資
家

向
け
の
決
算
説
明
会
等
、
各
種
説
明
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
ナ
リ
ス
ト
や
機
関
投
資
家
と
の
ス
モ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
個
別
取
材
へ
の
対
応
な
ど
、
株
主
・
投
資
家
の
皆
さ
ま
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
は
か
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
情
報
発
信

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
決
算
説
明
会
資
料
な
ど
の
各
種
開
示
資
料
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
掲
載
し
、
株
主
・
投
資
家
の
皆
さ
ま
へ
の
情
報
発
信
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

個
人
投
資
家
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
は
、
株
式
情
報
の
ほ
か
、
過
去

５
年
分
の
主
な
業
績
グ
ラ
フ
や
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
な
エ
ク
セ
ル

フ
ァ
イ
ル
で
の
財
務
デ
ー
タ
、
よ
く
あ
る
ご
質
問
を
Ｑ
＆
Ａ
に
ま
と
め

て
わ
か
り
や
す
く

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
セ
イ
コ
ー

の
歩
み
、各
事
業
の

内
容
、
社
会
的
責

任
に
つ
い
て
解
説

し
た
ペ
ー
ジ
を
設

け
、セ
イ
コ
ー
に
つ

い
て
一
層
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

株
主
総
会
・
年
次
報
告
書　

　

毎
年
６
月
末
に
開
催
す
る
定
時
株
主
総
会
で
は
、
株
主
の
方
へ
の

わ
か
り
や
す
い
説
明
の
た
め
、
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年

の
株
主
総
会
で
は
、
２
０
１
３
年
３
月
期
の
事
業
に
つ
い
て
グ
ラ
フ

や
図
表
、
映
像
を
多
く
使
用
し
て

報
告
し
ま
し
た
。
新
中
期
経
営
計

画
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
取
り
組

み
の
一
例
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
に

ま
と
め
て
紹
介
し
ま
し
た
。
株
主
の

方
に
半
期
に
１
回
発
行
し
て
い
る

年
次
報
告
書
・
中
間
報
告
書
に
つ
い

て
も
、
シ
ン
プ
ル
な
文
章
で
、
色
使

い
や
デ
ザ
イ
ン
に
も
工
夫
を
加
え
、

よ
り
読
み
や
す
い
資
料
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

利
益
配
分
に
つ
い
て

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
は
、
株
主
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
利

益
配
分
に
つ
い
て
、
基
本
政
策
と
し

て
安
定
配
当
の
継
続
を
重
視
し
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
３
月
期
は
、
同
期
の

連
結
業
績
を
勘
案
し
、
経
営
基
盤
強

化
の
た
め
内
部
留
保
の
充
当
に
配

慮
し
つ
つ
、
安
定
配
当
実
施
の
方
針

に
従
い
、
１ 

株
当
た
り
２
．５
円
の

配
当
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2526

ココが気になる！SEIKOグループ
若手社員に対する教育・支援には
どのように取り組んでいますか？Q

A 新卒の全新入社員を対象に、新入社員研修・フォローアップ研修を行っています。た
とえば、セイコーインスツル㈱では、新入社員1名に対し、良き相談相手（メンター）と
して他部門から先輩社員1名を任命し、社会人生活へスムーズに溶け込めるよう継
続的にサポートしていく「メンター制度」を設けるなど、グループ全体で積極的に取
り組んでいます。

能
力
開
発
と
仕
事
に
専
念
で
き
る

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
男
女
共
同
参
画
の

考
え
に
沿
っ
て
雇
用
機
会
均
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
員
の
能
力
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
階
層
別
の
教
育
・

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
業
績
貢
献
、
職
務
発
明 

、
永
年
勤
続
と

い
っ
た
社
員
の
貢
献
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、
各
事
業
会
社
で
は
業

種
・
業
態
に
沿
っ
た
表
彰
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
の
世
代
を
担
う

こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　　
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
改
正
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
」
に
基
づ
き
、２
０
１
５
年
を
目
標
と
し
た
行
動
計
画
を

策
定
し
推
進
す
る
な
ど
、次
の
世
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
生
ま
れ
育
つ
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
育
児
介
護
休
業
法
」に
基
づ
き
、育
児
休
業
・
育
児
短
時
間

勤
務
制
度
の
拡
充
と
取
得
を
は
か
る
と
と
も
に
、
福
利
厚
生
面
で
の

育
児
支
援
や
育
児
休
業
後
の
復
帰
支
援
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促

進
な
ど
を
通
じ
て
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

社
員
の
安
全
と

健
康
を
確
保
す
る
た
め
に

　

社
員
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
た
め
に
安
全
衛
生
管
理
規
則
を
定

め
、
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
、
衛
生
管
理
者
、
産
業
医
な
ど
に
よ
る
安

全
衛
生
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
健
康
診
断
や
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
、
健
康
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
の
ほ
か
、
長
時
間

労
働
に
よ
る
健
康
障
害
の
防
止
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
保
持
・
増
進
な

ど
の
諸
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

雇
用
機
会
拡
大
を
推
進

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
障
が
い
者
雇
用
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
お
よ
び
事

業
会
社
計
９
社
は
、
特
例
子
会
社
制
度
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
適
用
の
認
定

を
受
け
て
お
り
、
法
定

雇
用
率
を
上
回
る
多
く

の
障
が
い
者
の
方
々
を

雇
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
３
年

に
施
行
さ
れ
た
「
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
」
の

改
正
に
対
応
し
、
原
則

と
し
て
、
希
望
者
全
員

を
65
歳
ま
で
継
続
雇
用

す
る
制
度
に
改
定
し
ま

し
た
。

2011年度 2010年度

育児休業・育児短時間勤務制度取得状況（国内主要連結会社）

次世代育成支援行動計画（2015年までに）

52名

108名

70名

107名

2012年度 

77名

101名

育児休業

育児短時間勤務

目標1

目標2

目標3

計画期間中に育児休業取得状況を次の水準にする。

男性社員・・・計画期間内に１名以上取得すること

女性社員・・・取得率70％以上を維持・継続すること

所定外労働を削減するため、ノー残業デーの徹底をはかる。

育児短時間勤務制度の改善を行う。

2012 年度階層別研修（国内主要連結会社）

4月

10月･11月

11月

11月･1月
 

1月

2月･3月

新入社員研修（対象：新入社員）

新任管理職研修（対象：管理職昇任者）

新任管理職財務研修（対象：前年度管理職昇任者）

新任管理職フォローアップ研修
（対象：前年度管理職昇任者）

新入社員フォローアップ研修

ライフプランセミナー

2011年
3月期 期末

2012年
3月期 期末

2013年
3月期 期末

（1株当たり）

中期経営計画説明会

株主・投資家情報ウェブサイト

障がい者雇用特例子会社
（株）あおばウオッチサービス

 
社
会
性
報
告

 

株
主
・
投
資
家
と
と
も
に

  

株
主
や
投
資
家
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
適
時
適
切
な
情
報
開
示
を
行
い
、

  

誠
実
で
透
明
性
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て
い
ま
す
。

 
社
会
性
報
告

 

社
員
と
と
も
に

 
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

 
社
会
的
な
責
任
を
果
た
す
と
同
時
に
、
企
業
業
績
の
永
続
的
な
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

年次報告書
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お客さまの心を躍らせる
「エモーショナル・テクノロジー」で、
未来を切り拓く
セイコーは、「常に時代の一歩先を行く」という創業からの精神を貫き、イノベーションの連続によって成長を遂げてきました。
そしていま、未来に向けたキーワードとして「エモーショナル・テクノロジー」を掲げています。
人々の感性に訴え、心を躍らせる「エモーショナル・テクノロジー」でお客さまの期待を超える商品・サービスを追求していくという
新たなビジョンについて、会長兼グループCEOの服部真二と3名の社員が意見を交わしました。

グループCEOと社員の対話

人
々
の
感
性
に
訴
え
、
心
を
躍
ら
せ
る    　

 

「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」と
は

服
部　

セ
イ
コ
ー
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
１
９
６
８
年
発
売
の
日
本
初

の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
１
９
８
２
年
発
売
の
世
界
初
テ
レ
ビ

ウ
オ
ッ
チ
を
は
じ
め
、
斬
新
で
ユ
ニ
ー
ク
な
日
本
初
・
世
界
初
の
商
品
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
２
０
１
２
年
に
発
売
し
た
世
界
初
の
G
P
S
ソ
ー

ラ
ー
ウ
オ
ッ
チ
「
セ
イ
コ
ー 

ア
ス
ト
ロ
ン
」
は
、
地
球
上
ど
こ
に
い
て

も
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
現
在
の
時
刻
に
合
う
も
の
で
す
が
、
衛
星
シ
グ

ナ
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
針
が
回
る
様
子
は
、
ま
る
で
時
計
と
対
話
を
し
て

い
る
よ
う
な
楽
し
い
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
モ
ノ
づ
く

り
に
は
、
こ
う
し
た
人
々
の
感
性
に
訴
え
、
心
を
躍
ら
せ
る
技
術
、
ワ
ク

ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
さ
せ
る
遊
び
心
を
持
っ
た
技
術
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
、
私
は
そ
れ
を
「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
事
業
の
中
に
も
「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

の
可
能
性
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岡　

私
が
所
属
す
る
半
導
体
事
業
部
で
は
、「
半
導
体
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

で
感
動
を
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
エ
モ
ー

シ
ョ
ナ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
か
な
り
近
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
と
思
い
ま

す
。
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
お
客
さ
ま
の
期
待
を
上
回
る
、
お
客
さ
ま
が
求

め
て
い
る
と
こ
ろ
を
超
え
て
い
く
こ
と
が
感
動
を
与
え
る
一
つ
の
術
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
先
日
、
消
費
電
力
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
し

た
光
検
出
Ｉ
Ｃ
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、「
セ
ン
サ
は
電
力
を
消

費
す
る
の
が
当
た
り
前
」
と
考
え
る
お
客
さ
ま
の
想
像
を
超
え
た
商
品
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

柴
田　

私
は
レ
デ
ィ
ス
ウ
オ
ッ
チ
の
宣
伝
販
促
を
担
当
し
て
い
ま
す
の

で
、
女
性
の
関
心
が
高
い
デ
ザ
イ
ン
面
か
ら
の
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
華
や
か
な
気
分
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持

ち
に
な
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の

は
セ
イ
コ
ー
の
確
か
な
技
術
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
女
性
の
心
に
響
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
野　

私
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
機
器
に
標
準
時
刻
を
高
精
度
に
配
信

す
る
タ
イ
ム
サ
ー
バ
と
い
う
機
器
の
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
の
商

品
に
は
安
定
稼
働
が
求
め
ら
れ
、
お
客
さ
ま
は
正
確
・
精
巧
な
技
術
に
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
と
は
少
し
違
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
客
さ
ま
に
常
に
安
心
を
与
え
る
こ
と
が
感
動
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
セ
イ
コ
ー
を
選
べ
ば
安
心
だ
か
ら
」
と

い
う
言
葉
を
お
客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
と
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
最

新
の
タ
イ
ム
サ
ー
バ
は
、
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
G
P
S
と
電
話
回
線
の

両
方
か
ら
時
刻
取
得
が
で
き
る
の
で
す
が
、
こ
の
新
機
能
が
お
客
さ
ま
か

ら
大
変
好
評
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
安
心
に
先
進
性
も
加
え
て
、
お
客
さ

ま
を
感
動
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

「
伝
え
る
」「
拡
げ
る
」「つ
な
が
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

服
部　

人
々
の
感
性
に
訴
え
、
心
を
躍
ら
せ
る
に
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
に
セ
イ
コ
ー
ブ
ラ

ン
ド
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
私
は
、「
伝

え
る
」「
拡
げ
る
」「
つ
な
が
る
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
考
え
て
い
ま
す
。「
伝

え
る
」
は
、
い
か
に
機
会
を
と
ら
え
て
セ
イ
コ
ー
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
、「
拡
げ
る
」
は
、
口
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
を
使
っ
て
多
く
の
人
に
情
報
を
拡
げ
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
、「
つ
な
が
る
」
は
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
対
話
を
大

事
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。

柴
田　

今
年
は
、セ
イ
コ
ー
腕
時
計
１
０
０
周
年

に
あ
た
り
、メ
デ
ィ
ア
の
方
々
に
は
新
商
品
の
開

発
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
歴
史
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、セ
イ
コ
ー
ブ
ラ

ン
ド
の
価
値
を
再
認
識
い
た
だ
き
、
メ
デ
ィ
ア

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
セ
イ
コ
ー
の
歴
史

を
体
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
で
和

光
時
計
塔
の
屋
上
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
毎
回
好
評
で
、
多
く
の
方
が
S
N
S
で

情
報
発
信
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
密
に
し
て
、セ
イ

コ
ー
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

海
野　

タ
イ
ム
サ
ー
バ
は
金
融
機
関
で
は
普
及

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
時
刻
同
期
や
時
刻
認
証
の
重
要

性
や
方
法
を
ご
存
じ
な
い
お
客
さ
ま
は
ま
だ
ま

だ
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
社
で
は
、
定

期
的
に
商
品
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会

を
行
い
、
頂
戴
し
た
ご
意
見
を
商
品
に
反
映
し

て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
商
品
を
お
客

さ
ま
に
お
届
け
す
る
と
、
と
て
も
喜
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
し
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た

新
た
な
商
品
開
発
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
感
じ

て
い
ま
す
。

服
部　

セ
イ
コ
ー
は
、
腕
時
計
を
１
０
０
年
間

つ
く
り
続
け
、
世
界
初
の
ク
オ
ー
ツ
式
腕
時
計
な
ど
で
精
度
向
上
を
追
求

し
て
き
た
会
社
で
す
。
時
刻
認
証
の
こ
と
を
も
っ
と
研
究
し
、ワ
ク
ワ
ク
、

ド
キ
ド
キ
さ
せ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
世
界
に
拡
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
に
は
ア
ピ
ー
ル
方
法
も
重
要
で
す
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
知
恵
を

絞
り
、
連
携
し
な
が
ら
お
客
さ
ま
に
伝
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

岡　

私
の
担
当
し
て
い
る
車
載
用
Ｉ
Ｃ
は
、
お
客
さ
ま
か
ら
品
質
に
対
す

る
高
い
評
価
を
受
け
、
今
ま
で
何
度
も
表
彰
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
を
足
が
か
り
に
し
て
、
お
客
さ
ま
で
あ
る
自
動
車

メ
ー
カ
ー
や
電
装
メ
ー
カ
ー
の
方
々
と
の
関
係
を
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と

で
、
そ
の
先
の
消
費
者
の
目
線
に
立
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

服
部　

た
と
え
ば
、銀
座
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
時
計
塔
を
有
す
る
和
光
で
、

メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
消
費
者
の
方
向
け
の
発
表
会
や
展
示
会
を
開
催
す
る

と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
消
費
者
の
方
と
の
対
話
が
生
ま

れ
ま
す
し
、
確
か
に
Ｉ
Ｃ
と
和
光
は
関
係
な
い
で
す
が
、
そ
れ
が
新
鮮
な

驚
き
と
な
っ
て
評
判
を
呼
び
、
口
コ
ミ
や
S
N
S
な
ど
に
よ
っ
て
拡
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
大
胆
な
発
想
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

世
界
で
愛
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

未
来
を
切
り
拓
く

服
部　
「
つ
な
が
る
」
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
横
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
意

味
で
も
重
要
で
す
。グ
ル
ー
プ
各
社
が
つ
な
が
る
と
１
＋
１
＝
３
に
な
る
。

私
は
、
社
員
が
自
由
に
雑
談
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
か
ら
、よ
り
良
い
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
生
み
出
す
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

柴
田　

私
は
以
前
、
セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
の
皆
さ
ん
と
「
セ
イ
コ
ー
の

未
来
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
交
流
会
議
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
場
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
日
の
こ
の
場
も
そ

う
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
間
で
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
つ
く
り
、
新
し
い
発

想
で
、
お
客
さ
ま
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡　

今
日
は
、
消
費
者
に
近
い
と
こ
ろ
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の

お
話
が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
内
外
と
も
に

も
っ
と
前
に
出
て
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
商
品
開
発

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
野　

私
も
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
直
接
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。
私
は
営

業
で
す
の
で
、
自
分
の
足
で
出
向
い
て
顔
を
見
て
話
す
こ
と
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
原
点
を
大
事
に
し
て
、
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

服
部　

セ
イ
コ
ー
に
は
、
お
客
さ
ま
の
信
頼
に

応
え
続
け
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
大
事
な

の
は
、
世
界
中
で
セ
イ
コ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
方
に
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
世

界
で
愛
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
、
さ
ら
に
人
々
の
心
を
躍
ら
せ
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
追
求
し
、
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
活
用

し
た「
伝
え
る
」「
拡
げ
る
」「
つ
な
が
る
」コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

柴田 早知子（2007 年入社）
セイコーウオッチ株式会社
宣伝販促部

「セイコー ルキア」や「セイコー ティセ」
などレディスウオッチの国内宣伝販促
を担当。

海野 俊（2009 年入社）
セイコーソリューションズ株式会社
ネットワークソリューション統括部

ネットワーク上で標準時刻を高精度に
配信するタイムサーバの営業を担当。

岡 智博（2001 年入社）
セイコーインスツル株式会社
半導体事業部

自動車や電子機器に使われる不揮発
性メモリ（電源を切っても記憶内容
を保持できるメモリ）の開発を担当。

服部 真二
セイコーホールディングス株式会社
代表取締役会長兼グループCEO

1984年（株）精工舎（現セイコークロック（株）・セイコープレシジョン（株））入社。
2003年セイコーウオッチ（株）代表取締役社長、現在に至る。10年セイコーホールディ
ングス（株）代表取締役社長。12年同社代表取締役会長兼グループCEOに就任。
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年
を
記
念
し
、
１

年
を
通
じ
た
企
画

展
「
セ
イ
コ
ー
の
腕

時
計
１
０
０
年
」

を
開
催
し
て
い
ま

す
。
当
時
の
広
告

や
動
画
、
直
接
さ

わ
っ
て
動
か
せ
る

機
械
動
作
模
型
、

開
発
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
、サ
ブ
テ
ー
マ

を
変
え
、何
度
行
っ

て
も
楽
し
め
る
企

画
展
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育
み
、

と
も
に
豊
か
で
美
し
い「
時
」を

創
造
し
て
い
く
た
め
に

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
こ
ど
も
が
社
会
の
仕
組
み

を
学
べ
る
こ
ど
も
の
街
「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
」「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
甲
子
園
」

の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、
街
時
計
パ
ビ
リ
オ
ン
を
出
展

し
て
い
ま
す
。
こ
の

パ
ビ
リ
オ
ン
は
、
こ

ど
も
た
ち
が
「
か
ら

く
り
時
計
」
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
と
な
っ

て
時
を
告
げ
る
こ
と

で
、
人
前
で
演
じ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け

な
が
ら
、
時
間
の
意

味
や
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、キ
ッ
ザ
ニ
ア

施
設
外
で
の
仕
事
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ムO

ut 

ス
ポ
ー
ツ
協
賛
活
動

　

セ
イ
コ
ー
は
、
１
９
６
４
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
初
め
て

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
タ
イ
マ
ー
（
公
式
計
時
）
を
務
め
、
世
界
に
先
駆
け

て
総
合
的
な
電
子
計
時
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
現
在
も
、
市

民
ラ
ン
ナ
ー
が
憧
れ
る
東
京
マ
ラ
ソ
ン
や
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
、
世
界
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
結
す
る
I
A
A
F
世
界
陸
上
な
ど
の
大
会

で
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
タ
イ
マ
ー
と
し
て
大
会
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

陸
上
の
み
な
ら
ず
、
水
泳
や
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

競
技
の
大
会
で
、
最
新
の
計
測
技
術
を
駆
使
し
た
計
時
支
援
を
行
い
、

世
界
中
で
感
動
の
瞬
間
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
は
、I
A
A
F
世
界
陸
上
モ
ス
ク
ワ
で
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
タ
イ
マ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
ア
ム
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
近
く
に
設
け
た
セ
イ
コ
ー

パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
ご
来
場

者
が
少
し
で
も
陸
上
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
競

技
で
実
際
に
使
用
し
て
い
る

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク

や
ス
タ
ー
ト
ピ
ス
ト
ル
と
と

も
に
写
真
撮
影
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
多
く

の
お
客
さ
ま
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

海
外
で
の
社
会
貢
献
活
動

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
各
社
の
海
外
現
地
法
人

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
密
着
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
同
時

に
、
セ
イ
コ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
浸
透
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
清
掃
活
動
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
樹
な
ど
の
活
動
も
積
極

的
に
行
い
、
環
境
保
全
へ
の
貢
献
も
世
界
各
地
で
進
め
て
い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
支
援

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
ボ
ン
ダ
イ

ビ
ー
チ
で
毎
年
行
わ
れ
る
有

名
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
「
シ
ド
ニ
ー
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
」
で
は
計
時
サ
ー
ビ
ス

を
無
償
で
行
い
、
加
え
て
ス

ポ
ン
サ
ー
と
し
て
の
寄
付
と

賞
品
の
時
計
を
提
供
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

■
女
性
の
心
臓
病
の
啓
発
と
予
防
へ
の
協
力

　　

米
国
で
は
、Am

erican H
eart Association

（
ア
メ
リ
カ
心
臓
協

会
）が
主
催
す
る
、女
性

の
心
臓
病
の
啓
発
と
予

防
の
た
め
の
活
動
「G

o 

Red
 for W

om
en

」

に
２
０
１
１
年
か

ら
協
力
し
て
い
ま

す
。
女
性
向
け
腕
時

計
”Go Red

“ Seiko 

Tressia

が
１
本
売
れ
る
た
び
に
15
ド
ル
を
寄
付
し
、
活
動
に
役
立
て

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
■
寺
院
で
養
護
し
て
い
る

　

こ
ど
も
た
ち
へ
の
寄
付

　

タ
イ
で
は
、
定
期
的
に
寄
付
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
2
年
度
は

社
員
20
名
がA

ng thong

県
に
あ
る

Taljedchor

寺
院
を
訪
問
し
、
寺
院
で

養
護
し
て
い
る
こ
ど
も
た
ち
へ
、
食
料

や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

■
海
岸
で
の
環
境
保
全

　

香
港
で
は
、
海
岸
で
の
清
掃
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
2
年
度
は「
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
・
ビ
ー
チ
」
と
「
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
・
オ
ー
ル
ド
・
ビ
ー
チ
」

で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。社
員
と
そ
の
家
族
23
名
が
参
加
し
、

海
岸
の
環
境
保
全
に
貢
献
し
ま
し
た
。

■
就
業
体
験
へ
の
協
力

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
日
本
人
学
校

中
学
部
の
生
徒
５
名
を
迎
え
て
、受
付

業
務
や
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
組
立
作
業
を

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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国
内
で
の
社
会
貢
献
活
動

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
の
特
性
を
考
慮
し
、
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
㈱
は
、
工
場
見
学
の
受
け
入
れ
や
地
元
の

児
童
・
生
徒
の
就
業
体
験
に
継
続
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
盛
岡
セ

イ
コ
ー
工
業
㈱
は
、
一
般
の
方
々
を
対
象
に
機
械
式
腕
時
計
の
組
み

立
て
が
体
験
で
き
る
「
メ
カ
時
計
組
立
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す

る
ほ
か
、
２
０
０
８
年
か
ら
「
地
域
と
は
じ
め
る
環
境
報
告
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
Ｎ
Ｐ
Ｃ
㈱

は
、
半
導
体
工
場
が
隣

接
す
る
日
光
国
立
公
園

の
豊
か
な
自
然
を
守
る

た
め
、
工
場
周
辺
の
ご

み
拾
い
や
、
構
内
で
の

植
樹
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

㈱
和
光
は
、ホ
ー
ル
や

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
貸

し
出
す
こ
と
で
、文
化
活

動
に
貢
献
す
る
一
方
、

銀
座
地
区
の
一
斉
清
掃

な
ど
に
参
加
し
、地
域
と

の
結
び
つ
き
を
深
め
て

い
ま
す
。

「
時
」と「
時
計
」を
学
ぶ
、

セ
イ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

セ
イ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
旧 

セ
イ
コ
ー
時
計
資
料
館
）
は
、「
時
」

と
「
時
計
」
の
研
究
資
料
の
収
集
・
保
存
を
主
な
目
的
と
し
て
、
創

業
百
年
の
１
９
８
１
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
時
計
か
ら
は
じ
ま
っ
た
時
計
の
歴
史
、
日
本
の
時
計
産
業
の
成

立･

発
展
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
セ
イ
コ
ー
創
業
時
か

ら
の
ク
ロ
ッ
ク
、
ウ
オ
ッ
チ
を
展
示
し
、
時
と
時
計
の
進
化
を
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
は
、
国
産
初
の
腕
時
計
「
ロ
ー
レ
ル
」の
発
売
１
０
０

of KidZania

や
、セ
イ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、

こ
ど
も
た
ち
に
時
計
の
組
み
立
て
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
モ
ノ
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
や
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人 

新
世
代
研
究
所　

　

１
９
９
３
年
の
設
立
以
来
、
学
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
個
性
あ
る
有
能
な
研
究
者
を
集
め
、
科
学
技
術
に
新
し
い
研
究

概
念
の
創
出
を
め
ざ
す
研
究
活
動
や
、
新
世
代
を
担
う
若
手
研
究
者
へ

の
研
究
助
成
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

街時計パビリオン（キッザニア東京）

IAAF 世界陸上モスクワ　セイコーパビリオン

ココが気になる！SEIKOグループ
最近力を入れている取り組みはありますか？Q

A 東京オリンピック以来の「スポーツ」計時・協賛活動に加え、人々の心を動かす大
きな力を持つ「音楽」を通じたブランドコミュニケーション活動にも力を入れてい
ます。東北地方を中心に、各地で開催される東日本大震災復興支援のチャリティー
コンサートなどにも多く協賛しています。

セイコーミュージアム企画展「セイコーの腕時計 100 年」

盛岡セイコー工業（株）「メカ時計組立体験セミナー」

 
社
会
性
報
告

 

地
域
・
社
会
と
と
も
に

 
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
、　

 
地
域
・
社
会
の
繁
栄
、
地
域
・
社
会
と
の
共
存
を
目
的
に
、

 
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

界面ナノ科学研究会
物質の性質は表面上に形成される界面が決定づけるとの観点から、最先端のナノ計測技術を駆使しつつ
新しいナノ科学の可能性を探っています。

バイオ単分子研究会
生命現象を真に理解するための１分子レベルの動的情報が空間的および時間的にどこまで計測可能か、
どのような学問体系が今後必要となるのかを考察しています。

スピントロニクス研究会
スピントロニクスの根幹を担う新奇なスピン変換に関わる物性の研究により、スピン変換を用いた新し
いスピントロニクス機能を開発しています。

ナノカーボン研究会
ナノカーボンの基礎から応用まで、また物理、化学、生物、工学、医学、応用などの広い分野にわたっ
て調査研究を行い、統合的な科学と技術の発展に貢献しています。

水和ナノ構造研究会
ナノメーターレベルで生体内機能を司る高分子における水和ナノ構造を、J-PARC の中性子回折計および
さまざまな実験（中性子・X 線解析、熱量測定、分光、遺伝子工学）、計算科学により解明しています。

新世代研究所 研究会の概要

オーストラリア「シドニーハーフマラソン」           ”Go Red” Seiko Tressia

タイでの寄付活動香港での海岸清掃　シンガポールでの就業体験　
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環
境
基
本
理
念
・
方
針

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
環
境
を
経
営
の
最
重
要
課

題
と
と
ら
え
、「
環
境
理
念
」
と
「
環
境
方
針
」
を
制
定
し
、
地
球
環

境
問
題
の
動
向
な
ど
に
あ
わ
せ
て
随
時
改
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
事
業
会
社
と
協
働
の
取
り
組
み
体
制
を
構
築
し
、
環
境
保
全

の
課
題
解
決
に
向
け
て
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
推
進
体
制

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
各
社
の
環
境
担
当
者
が

一
堂
に
会
し
、
方
針
を
決
め
る
場
が
「
環
境
連
絡
会
」
で
す
。
環
境

連
絡
会
の
「
製
造
分
科
会
」
で
は
、
急
速
に
変
わ
っ
て
い
く
国
内
外

の
法
規
制
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
関
す
る
情
報
共
有
を
主
な
目
的

と
し
て
、
定
期
的
に
連
絡
・
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
定

期
的
に
外
部
講
師
を
招
聘
し
て
、
社
員
を
対
象
に
「
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
「
環
境
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

で
は
、
年
間
の
目
標
と
レ
ビ
ュ
ー
、
環
境
を
め
ぐ
る
話
題
な
ど
を
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。

環
境
行
動
目
標

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
２
０
１
３
年
度
の
環
境
行

動
目
標
と
し
て
「
社
員
一
人
当
た
り
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
３
％
減
」

を
掲
げ
、
目
標
達
成
の
た
め
に
社
員
の
環
境
意
識
を
高
め
、
日
常
の

努
力
と
工
夫
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
環
境
会
計
の
導
入

や
C
O
2
排
出
量
の
公
表
な
ど
環
境
の
見
え
る
化
の
推
進
に
よ
り
、

商
品
の
開
発･

製
造･

販
売･

サ
ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
低
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
会
計

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
環
境
保
全
活
動
の
コ

ス
ト
と
効
果
を
連
結
ベ
ー
ス
で
集
計
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
2
年
度

の
環
境
保
全
コ
ス
ト
は
、
設
備
投
資
額
が
2
9
5
・
4
百
万
円
、
費
用

額
が
1
9
5
8
・
4
百
万
円
で
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削
減
７
5
3
0
ト
ン
、
産
業
廃
棄
物

4
0
0
ト
ン
と
い
っ
た
量
的
な
効
果
の
ほ
か
、
経
済
的
効
果
と
し
て

9
6
1
・
9
百
万
円
の
費
用
削
減
を
達
成
で
き
ま
し
た
。

　
　
　

セイコーホールディングスグループでは、
東日本大震災復興支援プロジェクト「SEIKO 130 Actions」を展開しています。
「SEIKO 130 Actions」は、2011 年に創業130周年を迎えた
セイコーホールディングスグループが、東日本大震災の被災地復興に貢献すべく、
2014 年3月10日までの3年間で130以上の支援プログラムを
実行していくことをめざしたプロジェクトです。
会社としての取り組みだけでなく、有志のグループ・個人で行う支援もプログラムに加え、
各々が自己申告、社内登録して実施するもので、
全社員・全社一丸となって取り組める活動として推進しています。

復興支援チャリティーコンサート「2013 長崎から東北へ」に協賛
● セイコーウオッチ(株)
● セイコーホールディングス(株)

2013 カヌースラロームジャパンカップ第 3戦（福島）を無償支援
● セイコータイムシステム(株)

“わ”で奏でる東日本応援コンサートを東北 6ヶ所で開催
● セイコーホールディングス(株)

気仙沼サンマフェスティバルにボランティアとして参加
● 有志
● セイコーウオッチ(株)

東北の小学校・中学校・高等学校へチューナー・メトロノームを寄贈
● セイコーホールディングス(株)

和光で追悼のチャイムを実施
● (株)和光

ギンザイルミネーション2012「ヒカリミチ」の募金を
義援金として寄付
● (株)和光

自宅にある本を募り、岩手県大槌町社会福祉協議会に贈呈
● セイコーNPC (株)

寄付を募り、岩手県の大槌小学校などへ
クロック・ビデオカメラ・マフラーを寄贈
● セイコーNPC (株)

カメラ映像機器工業会の復興支援活動への寄付および協力
● セイコープレシジョン(株)

東日本大震災復興支援ライブ My Pace 2012 を主催
● 有志
● セイコーインスツル(株)

復興チャリティーコンサートに参加
● 有志
● セイコープレシジョン(株)

1 2

6 7

10 11 129

5

（2013年9月30日現在　117件実施済み）

8

主な取り組み

3 4

20,000

40,000

80,000

100,000

電力使用量（万kWh）

CO2 排出量（トン）

0

60,000

85,820 84,480 76,950

2010 2011 2012 （年度）

（年度）2010 2011 2012

0

5,000

10,000

15,000

20,000 19,020 18,040 16,940

大気、水質汚染などによる操業停止回避
 不法投棄などによる罰則の回避・その他
合計 
経済効果総合計 

1. 事業エリア内コスト 
　（内訳）公害防止コスト 
　　　　　地球環境保全コスト 
　　　　　資源循環コスト 
  
 2. 上流下流コスト

3. 管理活動コスト

4. 研究開発コスト

5. 社会活動コスト
6. 環境損傷対応コスト

水質・大気・騒音など公害防止に関すること 
地球温暖化防止、オゾン層保護などに関すること 
省資源、廃棄物の削減・リサイクル、購入抑制など 

 

環境会計

環境保全コスト

＊1 投資額は 2012 年度単年のみの投資額です。全額を環境保全コストと判断できない場合は按分集計を行っています。
＊2 費用額には 2011 年以前の減価償却費を含んでいます。（投資額を設備は 5年、施設は 10 年で均等に分割して算出）
　　全額を環境保全コストと判断できない場合は按分集計を行っています。

分類 内容 投資額※1 2012年度 2012年度費用額※2

合計

環境保全効果 環境活動に伴う経済効果
環境負荷 削減量（前年比）

 -109.7
 20.8
 1.1
10.0
 201.7

 601.0 
 724.9 

実質効果の内容 実質効果 ( 前年比 )
省エネルギーによる費用の削減
省資源による費用の削減（水）
省資源による費用の削減（紙）
廃棄物処理費用の削減
有価物など売却による収入 ( 単年度効果）
新規材料購入抑制金額 ( 単年度効果 )
合計 

環境に関する研究開発など

環境保護団体、地域への支援など

土壌汚染修復費など

295.2  
(79.5)
(57.8)
(157.9)

(473.2)
(493.9)
(385.2)

1,352.3

0.2 95.8

316.9

185.3

8.2

0.0

1,958.4

0.0

0.0

0.0

0.0

295.4

環境配慮型製品の製造
製品・容器包装等のリサイクルなど
環境教育、環境情報の開示
環境マネジメントシステムの運用など　　

CO2
用水
紙資源
産業廃棄物
一般廃棄物
新規材料購入抑制量
（単年度効果） 730 トン

7,530トン
199千㎥
10トン
400 トン
89トン

環境リスク回避効果試算（単年度効果） 試算額
 187.8 
 49.2 
 237.0 

961.9 

集計範囲：セイコーウオッチ（株）、セイコーインスツル（株）、セイコープレシジョン（株）、セイコーNPC（株）、
　　　　　セイコークロック（株）、セイコーオプティカルプロダクツ（株）、セイコータイムシステム（株）、（株）和光、
　　　　　セイコーホールディングス（株）（事業会社 8社、持株会社 1社）
対象期間：2012 年 4 月 1 日～ 2013 年 3 月 31 日（単位：百万円）

（単位：百万円）

環
境
報
告

環
境
保
全
の
課
題
解
決
に
向
け
て

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、

地
球
環
境
を
守
る
こ
と
が
人
類
最
大
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

良
き
企
業
市
民
と
し
て
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
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環
境
に
配
慮
し
た
商
品      

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
環
境
に
配
慮

し
た
数
多
く
の
商
品
を
市
場
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客

さ
ま
の
製
品
の
環
境
性
能
を
向
上
で
き
る
製
品
、
そ
し
て
環
境
の
改

善
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
注
力
し
て
い

ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
で
は
、
電
池
交
換
不
要
で
環
境
負
荷
の
少

な
い
機
械
式
時
計
、
自
動
発
電
式
時
計
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
式
時
計
の

売
上
高
に
占
め
る
割
合
が
半
分
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、世
界
唯
一

の
G
P
S
ソ
ー
ラ
ー
ウ
オ
ッ
チ
「
セ
イ
コ
ー 
ア
ス
ト
ロ
ン
」
は
究
極

の
エ
コ
ウ
オ
ッ
チ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
ク
ロ
ッ
ク
㈱
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
ク
ロ
ッ
ク
を
は
じ
め
、

グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
商
品
を
中
心
に
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
揃

え
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
㈱
は
、
「
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
」
「
グ

リ
ー
ン
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」
「
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

と
す
る
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
環
境
経
営
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
２
０
０
１
年
に
自
社
基
準
に
よ
る
「
Ｓ
Ｉ
Ｉ
グ
リ
ー
ン
商
品
ラ

ベ
ル
」
制
度
を
導
入
、
２
０
０
６
年
に
「
Ｓ
Ｉ
Ｉ
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
グ

リ
ー
ン
商
品
ラ
ベ
ル
」
制
度
を
導
入
し
、
製
品
の
環
境
性
能
を
確
実

に
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
自
社
の
製
品
が
組
み
込
ま
れ

る
こ
と
で
お
客
さ
ま
の
製
品
の
環
境
性
能
を
向
上
で
き
る
」
、
ま

た
「
人
々
が
生
活
す
る
環
境
の
保
全
に
貢
献
で
き
る
」
と
い
う
考
え

方
を
「
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ダ
ク
ツplus

」
と
名
付
け
、
グ
リ
ー
ン
商
品

基
準
の
評
価
項
目
に
取
り
入
れ
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年

度
は
、
新
た
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
グ
リ
ー
ン

商
品
ラ
ベ
ル
制
度
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。（
下
図
参
照
）

　

セ
イ
コ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
監
視
・
制
御

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「G

reen TALK

（
グ
リ
ー
ン
ト
ー
ク
）」
を
販
売
し

て
い
ま
す
。　

循
環
型
社
会
へ
の
貢
献

　

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
製
造
事
業
所

内
で
の
活
動
は
も
と
よ
り
、
商
品
・
包
装
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
省
資

源
化
に
取
り
組
み
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
㈱
で
は
、
ボ
タ
ン
型
電
池
を
販
売

店
か
ら
回
収
し
、
専
門
業
者
が
分
解
し
て
、
再
資
源
化
し
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
㈱
な
ど
事
業
会
社
３
社
は
、
小
形
充
電
式

電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

㈱
和
光
、セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
を
は
じ
め
、全
事
業
会
社
は
、
梱

包
材
料
の
減
量
化
、分
別･

リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
商
品
表
示
に
取

り
組
む
ほ
か
、排
出
量
に
応
じ
再
資
源
化
費
用
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

容器包装排出量

2012年度排出実績量

2013年度排出見込み量

ガラス製
容器
9トン

プラスチック製
容器
78トン

計
269トン

紙容器
181トン

紙容器
191トンプラスチック製

容器
75トン

ガラス製
容器
9トン

計
276トン

※ SII基準

SI Iグリーン商品
SIIグリーン商品基準評価項目による評価の平均点が3.5点以上
No 環境配慮項目
1 使用時消費電力
2 待機時消費電力
3 製品の重量
4 再使用部品・リサイクル材料使用部品使用
5 使用済製品のリサイクル可能性
6 製品の長寿命化
7 物品への含有回避物質※の含有抑制
8 物品への条件付含有禁止物質※の含有禁止
9 物品への含有禁止物質※の含有禁止
10 梱包の小型化・軽量化
11 梱包での発泡材使用抑制

12 梱包での塩ビ、重金属使用回避
13 製造工程での省エネ
14 製造工程での省資源
15 製造工程での使用回避物質※の使用抑制
16 製造工程での使用禁止物質※の使用禁止
17 グリーン購入の実施
18 解体作業容易性
19 分別作業容易性
20
21
取説等への情報開示
お客様の製品の環境性能向上や
人々が生活する環境の保全に貢献

SI Iハイグレードグリーン商品

2. 特徴的な環境配慮項目がある
　●  原材料、加工方法などの環境負荷低減をトップランナーで実現　
　●  他社にない斬新な技術で環境負荷低減に貢献
　●  組み込まれることでお客様の製品の環境性能向上に"大きく"貢献する、
　 又は人々が生活する環境の保全に"大きく"貢献する

など

など

1. SI Iグリーン商品基準評価項目のうち何らかの項目の
    環境配慮がトップレベル
　●「世界最小」「国内最小」「業界最小」など、トップレベルである
　●  環境効率（＝機能／環境負荷）が従来製品比の2倍以上

LCA評価を実施している

選択

必須

セイコーインスツル（株）（SII）は、技術理念である「匠・小・省」をベースに環境に配慮した製品・貢献する製品を提供しています。

認定第一号となったのは、デジタル図面の活用と長期
保管を行うクラウドサービス「TerioCloud（テリオク
ラウド）」です。 建築図面等の図面原本をクラウドサ
ーバーへデジタル出図し、建築現場ではiPad※で大判
図面を閲覧・加筆することができます。また、図面はク
ラウドサーバーで安全に長期保管が可能で、これらに
より紙の使用を大幅に削減することができます。
※iPadはApple Inc.の商標です。

2012年度のSIIグリーン商品の認定数
は88製品（累計1,266製品）、SIIハイグ
レードグリーン商品は4製品（累計54
製品）となりました。各々の認定基準
は、常に業界のトップレベルを見守り
ながら、2年に1度、基準の見直し・改
定を行い、先進性を維持しています。

SI Iでは、2001年12月に「SIIグリーン商品ラベル」制
度を導入、2006年10月には「SIIハイグレードグリー
ン商品ラベル」制度を導入し、製品自体の環境性能を
確実に向上させてきました。

製品自体の環境性能の向上に加えて、「SI Iの製品が組
み込まれることでお客様の製品の環境性能を向上で
きる」、また「人々が生活する環境の保全に貢献でき
る」、というこの考え方を『グリーンプロダクツplus』
と名付け、製品やサービスの提供に注力しています。

これまでのハード製品(機器、部品等)での運用に加えて、
2012年度は、新たにソフトウェア・サービスにもグリーン商
品ラベル制度の運用を開始しました。

S I Iグリーン商品 グリーンプロダクツplus 提供範囲の拡大

ソフトウェア・サービスの導入により、導入前に比
べて環境負荷(CO2)が増加する量と削減する量を
算出し、トータルでCO2の低減効果が見込める場
合を認定条件とします。

評価の基本的な考え方

CO2の増減を評価する項目

１）物の使用、消費
２）物の移動
３）物の保管
４）人の移動
５）オフィススペース
６）機器の電力使用
７）ネットワーク利用
８）その他

紙、CD、消耗品など
トラック輸送など 　
図面、書類、機器などの保管
車、電車、バスなどによる移動
人、機器などのスペース
PC、プリンタ、サーバーなどの消費電力
データ通信量 　
上記以外でCO2の増減が
見込めるものがある場合

SIIグリーン商品

SIIハイグレード
グリーン商品

グリーンプロダクツの進化   ～環境に配慮した製品・貢献する製品～

クラウドサービス「TerioCloud」

ココが気になる！SEIKOグループ
環境に配慮した商品で身近なものには
何がありますか？

Q
A セイコータイムシステム（株）で
は、公園など公共の場所に設
置されているシステムクロッ
クに、ソーラー、LED内部照明
を取り入れるなど、環境に配
慮した商品を開発・提供して
います。また、最近では温度
を表示するモデルも増え、熱
中症対策としても役立ってい
ます。
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